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北海道大学衛生工学シンポジウム
1993.11北海道大学学術交流会舘

9 -1 0 
積雪の汚染と水環境への影響

行木英弥、水野克彦、橘治園、丹保憲仁、佐伯端、原文宏(北大工学部)

階部正明(北海道開発技能センター)

1 .はじめに

都市に降り積もった雪は黒ずんでおり、除雪車でカットされた積雪(特に道路沿いの除繋)

の断面には、新雷と汚染雪による黒白の縞模様がみちれる。この汚染された積雪は、ある時は

鈴笥車によって讐捨場に運ばれて、蓉になると平く溶かすためにJIfの流れに投入され、あると

きは道路から下水道に流れ込み、水環境に悪影響を与える。道路粉塵は、底生生物の生息環境

を破壊する。大型のゴミは、さらに水中生物の活動を在右する。漁網への被欝を漁師に語らせ

ると、終わることがない。

積鐘の汚染については、市民生活そのものも問題になる。生活系のゴミや排水を霊の上に投

げ捨てると、融雪期に自然水域の水質を劣化させる。

筆者らは環境汚染という視点から、これまで積雪や氷の汚染について、その現状を調査して

きたト日。

本ポスターセッションにおいてはこれまでの調査結果とあわせ、積雪汚染の実態を報告する。

2.積雷汚染の概況
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濃度であった。

2)有機炭素

TOCは懸濁物質濃度と問様に

道路周辺や雪捨場で高濃度となっ

た。懸濁態の割合が高く、道路粉

塵などの間形物質に由来するもの

といえる。南 19条露捨場の鵡査

例では、来漉過試料のTOCが13
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(1 9 8 9年1月)

物主主的性状 一般成分 有後五E分・細菌
地点

採取地点 年月日時~J 天候
低S長い混繋/m従紹lE奮) Z 

番号 気温 水迄 ss Cl- すOC(T) 
T{OmCg/{IF) ) 大{n22jm萄lZ}手(.C) (.C) ~度 (mg!ll 

pH (mg/l) (mg/ II 

手稲山山頂 表層 2-3 cm 1989 1. 25 13 : 40 倹宥 -8.1 ー3.80.10 l 4.5 4.0 0.4 0;4 4.0 。
2 手稲山山頂 下層 1 m 1989 1.25 13 : 40 快情 -8.1 -5.1 2 4.7 3.0 0.8 0.4 0.0 。
3 日クリーニング西側 茨庖 2-3 cm 1989 1.27 12 : 30 吹雪 2.3 -0.1 0.20 2 4.6 1.5 1.1 0.7 2.5 。
4 日クリーニング菌仮1) 下層 0.9m 1989 1. 27 12 : 30 吹雪 2.3 -1.0 0.30 9 5.3 3.3 5.7 1.3 1.5 。
5 日クリーニング工場-50m表層 2 --3 cm 1989 1.27 12 : 30 吹雪 2.3 0.0 9 4.6 19.7 1.3 0.7 8.0 。
6 日クリーニング家側 茨庖 2.....3 cm 1989 1.27 12: 50 吹雪 0.3 0.0 0.25 4.6 1.8 2.5 1.7 6.5 。
7 北海道大学付属祭場 表庖 2-3 cm 1989 1.30 15: 20 窮れ 0.9 -0.5 0.19 3 4.4 23.3 2.6 2.1 3.0 。
8 北海道大学付~祭場 中i寝 0.3m 1989 1.30 15 : 20 晴れ 0.9 -1.0 0.45 35 5.7 2.7 2.5 0.5 3.5 。
9 e!i5T目通り{北大東側} 道路除雪 1989 1.30 16: 10 碕れ 0.0 -2.0 0.41 1.045 8.5 17.0 78.2 2.6 4.600.0 。
10 北海道大学計算センター 表層 2-3 cm 1989 1.30 16: 20 窃i1. 一2.5一5.00.20 14 4.8 60.3 3.2 2.2 60.0 9 

11 北海道大学遊歩道 5発泡 2-3 cm 1989 1.30 .16 : 40 晴れ -2.0 -4.3 0.24 25 4.5 34.0 4.3 2.3 170.0 o 
12 笠!jZJlI南19条機雲捨て場 表j畜 1989 1.31 15: 15 まlD 3.5 0.0 0.45 192 7.5 10.7 139.2 31.1 17.000.0 。
13 設!jZ川又駒内雲主主て場 表摺 1989 1.31 15: 45 ままり 2.0 一1.00.53 265 8.0 9.0 21.4 0.4 6.800.0 。

盤金属 栄~怠 有機筏祭化合物
地点
番号 Fe (T) Fe (F) Mn (T) Zn (T) Zn (F) トiO;-NNH:-N DN T.N DRP DP T.P テトラクロロエチレン
(mg/I) (mg/I) (mg!l) (mg/l) (mg!l) (mgf [) (mg/I) (mg/l) (mg!l) (mg!{) (mg!l) (mg/I) (μg/l} 

1 ND 1 ND 1 ND 2 0.024 0.014 0.04 0.11 0.36 0.44 0.003 0.018 0.029 ND 
2 ND 1 ND 1 ND 2 0.005 0.005 0.07 0.09 0.45 0.49 0.003 0.010 0.010 ND 
3 ND 1 ND 1 ND 2 ND 3 ND 3 0.05 0.18 0.46 0.69 0.001 0.009 0.026 ND 
4 0.50 ND 1 ND 2 0.005 ND 3 0.12 0.18 0.63 0.67 0.001 0.017 0.029 ND 
5 ND 1 ND 1 ND 2 0.009 ND 3 0.08 0.16 0.61 1.13 0.000 0.010 0.015 ND 
6 0.02 NDl ND 2 0.009 0.005 0.06 0.29 0.80 0.95 0.003 0.012 0.017 0.0269 
7 ND 1 ND 1 ND 2 0.018 0.015 0.09 0.34 0.i9 0.88 0.006 0.020 0.021 ND 
8 0.20 ND 1 0.24 ND 3 ND 3 0.08 0.29 0.51 0.56 0.000 0.002 0.023 0.0038 
9 9.61 ND 1 ND 2 0.200 ト103 0.17 0.51 0.91 1.39 0.003 0.006 0.556 ND 
10 0.20 ND 1 ND 2 0.050 0.040 0.13 0.57 1.08 1.31 0.012 0.012 0.061 ND 
11 0.25 ND 1 ND 2 0.030 0.021 0.12 0.46 0.81 0.89 0.014 0.0泌 0.047 ND ND 1く0.02
12 8.48 0.05 0.29 0.250 ND 3 0.10 0.19 0.59 0.67 認定不能 0.021 0.li3 ト10 ND 2く0.01
13 1. 77 0.10 0.02 0.320 0.033 0.10 0.21 0.58 0.78 0.004 0.008 0.012 0.0160 ND 3 <0.005 
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9.2mgjlで、鴻過試料でも31.1mgjlと高濃度で、者機的な都市

蕗棄物の集中的な投棄があったものと考えられる。手稲山山

頂ではTOCはO.5mgjlと自然の状態であったbJ 3~ 護金属成分
重金属成分は、有機炭素と向様に懸濁態が優占し、懸濁物

質と対応して濃度が変化する。西5了目通りでの鉄を例にと

ると、来漉過試料で、 9.61mg/lと高濃度であるが、瀦過試料

で検出限界以下と、ほとんど懸濁態である。

鉄以外では、雷捨場や道路周辺で亜鉛温度が高めであった。

鉄にあっては堆積した土砂、盟鉛については廃棄物の混入が

原因といえる。

4)栄養塩

全謹索、全リン濃度は手稲山山頂を除くと、全ての地点で

富栄養化レベルを越えている。リンについては懸濁態が優占

し、道路粉鹿から、窒素は溶存態の割合が高く、大気や生活

物質に由来するものと推定される。

以上のように、積雷には闘形物質を中心として、多叢の汚

染物質が含まれていることがわかった。また雷捨場では、高

濃度の生活系の有機物質を合む場合があり、市民の積雪汚染

への関心が低いこともわかった。田形物賓の起源は、その組

成などから、道路粉麗や車が持ち込む泥等が中心と思われる。

2. 2 スタッドレスタイヤ佑による道路粉鹿の組成の変化

からスタッド

図2 積雪水の成分濃度 レスタイヤの

(各地点について 装着が義務づ訳

左:未漉過試料 けらた。これ

お:~慮過試料 ) によって、積

露中の固形成分がどのように変化したかを、 1

991年と 1992年の道庁東における積雪中

の粒度分布の変化から検討してみた{図3)3)。

懸濁物質濃度、中央粒径憶には大きな差がみ

られないが、熔濁物質の粒度分布に差が認めら

れ、スパイクタイヤでの通行農が多かった 19 渓

9 1年には粒径は綿磯~シルト、粘土まで広範

間に分布するが、スパイクタイヤによる通行量

が減少した1992年には、中砂を中心として

正規約に分布する。スパイクタイヤによって、

大型の道路摩耗物が発生していたことになり、

スタッドレス化は、積繋の消染防止に大きな効
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単位体積 (m3)あたりのゴミ重量図4

2. 3 大型ゴミによる穣雷汚染
1993年3丹に札幌市内の住宅地、繁華街

を含む5地点から採取してきた雪を対象に、雪

に禽まれるゴミの調査を行った{図4、5) 4)。

積雪には、道路粉麗をはじめ、土壌、磁を含

んでいる。繁華街や住宅地では、生活関連のゴ

ミ、あきびん、ガラス、プラスチック、吸殻、

ガムが混入しており、水域の保全を考えた場合、

市民の意識の向上と共に、これらのゴミを捻去

する施設が必要であるo

3.積繋汚染に対する今後の対策

3. 1スタッ!とレスタイヤ化

2. 2で述べたように、スパイクタイヤにか

わって、スタッドレスタイヤを使用することに

よって、道路舗装閣の削り取りが減少し、積雪

の汚染防止に有効であることがわかった。一方、

スタッドレスタイヤ化により、道路上の庇雷が

氷板化するため、今後融雪剤の使用の可能性が

考えられるが、これらによる積雪、並びに水域

の持染も考慮しなければならないだろう。

3. 2家庭ゴミの排出規制

繁華街、住宅街を中心としたゴミステーショ

ンでは、周辺に散乱したゴミを見る。これら生

活関連のゴミの収集をもらすことなくスムーズ

にすすめることができるような叡集システムが

必要となろう。

3. 3市民の認識

通行人が無意識にゴミを投げ捨てるような、雲に対する

市民の意識を向上させることが重要である。投げたゴミは

環境を破壊するということを認識し、ゴミを投げない、と

いう最も基本的なことを市民は意識的に行わなくてはなら

ない。

3. 4 雪捨場の汚染

繋捨場には、市内各地からの雪が汚染物と共に集められ

てくる。札幌の場合雷捨場は湖川敷に多くみられ、春にな

るとレクリエーションの場として利用するために、雷を人

為的に流心部ヘ押し出す{図6)5)。このため、海JIIの汚

染は避けられるものではなく、生態系の破壊を免れえない。

これらの対策には、いろいろ考えられるが、代表的なも

のは、排嘗の必要のない(除雪空間の多い)街づくり、融

雪水の処理、汚雪の分別収集、雷捨場は河JII等の水域に接

間中の数値はm3あたりの個数
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関5単位体穣 (m3)あたりの吸殻と空缶撞

自

1 :ススキノ中心街(繁華街)

2:北樽道庁髄(官庁街)

3 :北大横(商底、住宅地)

4:環状通り(高速道路入口手前)

5:北区住宅街(ゴミステーション横)

市民要望

地点

河川空間

図6 河川空間の社会構造
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していない陸上を用いる、等があげられる。また、これらを組み合わせた験排雷システムも考

慮されるべきである。怖にもまして必要なことは、水域への雪塊の直接の投げ捨てをやめるこ

とであり、自然融解を待っか、せめて簡易処理を行うべきである。
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